
庄原市身体障害者連合会会長の大江武芳さんから庄原市身体障害者連合会会長の大江武芳さんから
令和２年度成人代表の作田龍哉さんへ聖火リレー令和２年度成人代表の作田龍哉さんへ聖火リレー 木山耕三市長が採火台に火を灯した木山耕三市長が採火台に火を灯した

東京へつなぐ庄原の火
８月 12 日、国営備北丘陵公園で「東京 2020 パラリンピック聖火リレー庄原市採火式」が開催８月 12 日、国営備北丘陵公園で「東京 2020 パラリンピック聖火リレー庄原市採火式」が開催
されました。当日は刀匠の久保善博さんが伝統的な刀作りで行われる「火起こしの儀」で火をされました。当日は刀匠の久保善博さんが伝統的な刀作りで行われる「火起こしの儀」で火を
起こし、聖火リレーで採火台に火を灯しました。（関連記事：15ページ）起こし、聖火リレーで採火台に火を灯しました。（関連記事：15ページ）
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まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

共に生きる仲間
つばさの会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

生きづらさを抱えている人やその家族の支援・応援

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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父母より：お姉ちゃんが
大好きな、ななちゃん。元気いっぱい、すくすく
育ってね！

久ひ
さ
み
つ光　

七な
な
お緒

ち
ゃ
ん
（
西
本
町
）

Ｈ
30
年
11
月
27
日
生
ま
れ

ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・生年月日・
性別・連絡先・お子さんへのメッ
セージを添えて、行政管理課また
は各支所総務室まで申し込んでく
だ さ い。郵送、メール（koho@city. 
shobara.lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：いつも楽しま

せてくれてありがとう！こ

れからも笑顔いっぱいで

元気に大きくなってね！

山や
ま
う
え上　

紗さ

ほ穂
ち
ゃ
ん
（
東
本
町
）

Ｒ
２
年
９
月
13
日
生
ま
れ

　
●東城バスケットボールスポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　東城バスケットボールスポーツ少年団は、2015 年（平成27 年）
に当時の保護者からの要望で設立しました。東城中学校バスケッ
トボール部を中心に活動し、現在は中学生から高校生までの団員
25 人が在籍しています。
　毎週月曜日と木曜日の夜間練習や、１カ月に１～２回の１日練
習、合宿、他の中学校・高校・大学との練習試合などを行い、技術の
向上を図りながら、交流や協調性、礼儀の大切さを学ぶ場所にして
います。
　自分たちが好きなバスケットボールができるのは、保護者や関
係者の皆さんがいつも支えてくれているからだということを忘れ
ず、感謝の気持ちを
大切にしながら成
長してほしいと思
っています。
　
代表　前田　隆

　私たちは、東城町を中心に「ひきこもり」など何かしらの
生きづらさを抱えている人およびその家族、支援者などが、互いに
話し合い、交流し、研修することで、相互の親睦を図りながら励ま
しを得て前進することを目指し、活動を行っています。
　本年度も臨床心理士の藤沢真智さんとの懇談のほか、切り絵教室、
お出かけ企画、ゲーム会など、楽しい行事を予定しています。関心
のある人はぜひご参加ください。どなたでも大歓迎です。
　一緒に生きる仲間になりませんか。

問い合わせ
【団体に関すること】
事務局　☎ 08477-2-0302（会長　一森義史）

【諸行事に関すること】
庄原市社会福祉協議会東城地域センター（☎ 08477-2-0488）または
市役所東城支所市民生活室（☎ 08477-2-5131）

市 民 の ペ ー ジ
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山
内
自
治
振
興
区
の
定
住
施
策
「
て
ご
ぉ

し
隊
」
の
活
動
へ
家
族
４
人
で
参
加
し
、「
地

域
が
元
気
に
な
れ
ば
」
と
の
思
い
で
熱
心
に

活
動
し
て
い
る
、堀
江
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

て
ご
ぉ
し
隊
で
の
出
会
い

　

山
内
自
治
振
興
区
の
寺て

ら
に
し西
玉た

ま
み実
さ
ん
に
誘

わ
れ
て
、
て
ご
ぉ
し
隊
の
活
動
が
始
ま
っ
た

こ
ろ
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
家
族

の
誰
か
が
参
加
し
、
活
動
を
通
じ
て
移
住
希

望
者
や
空
き
家
の
家
主
と
仲
良
く
な
り
、
電

気
工
事
の
仕
事
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

空
き
家
の
掃
除
は
本
当
に
大
変
で
、
古
い

家
電
は
重
く
、
マ
ム
シ
や
小
動
物
な
ど
に
も

苦
労
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
、
仲
間
も
増
え
、
時
に
は

仕
事
を
い
た
だ
き
、
人
と
の
縁
は
活
動
し
て

こ
そ
で
き
る
、
と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
実

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

自営で電気工事の仕事をしている
堀
ほ り え

江　慎
し ん じ

二さん（右）
妻の道

み ち こ

子さん

感
し
て
い
ま
す
。

山
内
ク
ラ
ブ

　

わ
が
子
が
通
う
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
山
内

ク
ラ
ブ
は
、
団
員
が
減
り
、
無
く
な
る
寸
前

で
し
た
。
し
か
し
、
て
ご
ぉ
し
隊
の
活
動
を

通
じ
た
つ
な
が
り
か
ら
、
今
で
は
団
員
が
20

人
に
増
え
、
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。
団
員

の
子
ど
も
た
ち
の
提
案
で
、
空
き
家
の
片
付

け
で
出
た
不
要
品
を
、
山
内
ク
ラ
ブ
で
使
う

道
具
に
活
用
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

関
係
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
、
二
つ
の
活

動
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
や
、
物
を
大
切
に
す

る
子
ど
も
た
ち
の
発
想
に
感
動
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
人
や
物
の
縁
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
募
集
中

「
＃
庄
原
が
好
き
」

で
投
稿
！

▲投稿を
チェック

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。

53

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

経
営
上
の
特
性

　

ハ
ナ
ナ
は
２
月
下
旬
～
３
月
ご
ろ

の
、
他
の
花
が
少
な
い
時
期
の
出
荷
に

な
る
た
め
、
有
利
販
売
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

高
単
価
で
の
販
売
と
い
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
生
育
の
問
題
に
な
る

よ
う
な
病
害
虫
も
少
な
く
、
管
理
労
力

も
少
な
く
て
済
む
、
省
力
型
の
花
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

通
常
、
花
市
場
に
出
荷
す
る
場
合
は

暖
地
で
の
露
地
栽
培
が
主
流
で
す
が
、

直
売
所
へ
の
早
春
出
荷
の
場
合
は
ハ
ウ

ス
栽
培
を
行
い
ま
す
。

栽
培
の
概
要

　

主
に
市
内
で
は
秋
に
播は

し
ゅ種
（
種
ま

き
）
し
、
３
月
頃
に
切
り
花
を
す
る
た

め
、
ハ
ウ
ス
で
の
保
温
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

永な
が
お
く奥　
　

啓
は
じ
め

早
春
に
出
荷
す
る
ハ
ナ
ナ
の
栽
培

　

大
量
に
売
れ
る
花
で
は
な
い
た
め
、

数
回
に
分
け
て
播
種
し
、
少
量
ず
つ
出

荷
す
る
よ
う
に
計
画
的
に
栽
培
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

栽
培
の
方
法

①
ポ
イ
ン
ト

　

10
月
ご
ろ
に
、
何
回
か
に
分
け
て
ハ

ウ
ス
内
に
直じ

か
ま
き播
し
ま
す
。

　

条す
じ

播ま

き
か
バ
ラ
播
き
と
し
ま
す
が
、

本
葉
３
枚
く
ら
い
の
時
に
５
～
６
セ
ン

チ
の
間
隔
に
な
る
よ
う
に
間
引
き
を
し

ま
す
。

②
肥
料

　

肥
料
が
効
き
す
ぎ
る
と
茎
が
大
き
く

な
り
す
ぎ
て
、
切
り
花
向
き
で
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
肥
え
た
土
の
場

合
は
無
肥
料
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

生
育
中
に
様
子
を
見
な
が
ら
、
追
肥

で
対
応
し
ま
す
。

③
病
害
虫

　

主
な
病
害
虫
は
、
根
こ
ぶ
病
と
ア
ブ

ラ
ム
シ
で
す
。

　

根
こ
ぶ
病
は
、
白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
を
何
年
も
栽
培
し
た
土
で
発
生
す
る

こ
と
が
多
く
な
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
は
栽
培
を
避
け
ま
す
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
は
冬
で
も
増
え
る
た

め
、
よ
く
観
察
し
て
見
つ
け
た
ら
早
め

に
防
除
し
ま
す
。
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  広域接種とは

  広域接種を受けるには

◎市内の接種状況（令和３年８月23日現在）

新型コロナウイルスワクチンの新型コロナウイルスワクチンの
広域接種について広域接種について

庄原市新型コロナウイルス感染症対策本部　☎0824-73-1137庄原市新型コロナウイルス感染症対策本部　☎0824-73-1137

■１回以上接種済
　（65歳以上の人）
　14,069人

■１回以上接種済
　（12～64歳の人）
　9,267人

■未接種者
　7,993人

接種対象者（接種券送付者）
31,329人

　県は、県民へのワクチン接種を推進するため、住民登録のある市町以外の医療機関や接種会
場でも接種が受けられる「広域接種」を開始しました。

　これまでワクチンの接種は、住民登録のある市町での接種が原則とされ、それ以外の市町で接種を受ける
場合は、「住所地外接種届」の手続きが必要でした。
　このたび、県と県内全市町、医師会が覚書を締結したことにより、県内どこの会場でも、「住所地外接種届」
の手続きをすることなく、接種を受けることが可能になりました。
※住民登録が県外にある人や、県外での接種を希望する場合は、これまでどおりやむを得ない事情がある場 
　合に限り、住民登録のある市町以外での接種が可能です。（住所地外接種届の手続きが必要）

【広域接種によってこんなことが可能です】
▪市外で仕事をしている人が、仕事終わりに接種を受けることが可能。
▪市外の学校に通っている学生が、学校の近くの医療機関で接種を受けることが可能。
　

【広域接種の注意点】
▪１回目の接種を受けた会場で、２回目の接種も受けることになります。
▪ワクチンの廃棄を防ぐため、二重予約はしないでください。
▪市町によって、事前に届け出が必要な場合があります。

　広域接種の対象者は、広島県内に住民登録のある人です。
　広域接種を受ける際には、接種を受けたい市町の接種状況・予約方法を確認し、接種の予約をお願いします。
　接種状況などは、接種を受けたい市町のホームページをご覧いただくか、ワクチン接種担当部署へお問い
合わせください。（市町によって、「個別接種のみ」や「かかりつけ患者のみ」などの条件がある場合があり
ます）
　庄原市に住民登録がない人が庄原市での接種を希望する場合は、庄原市新型コロナウイルス感染症対策本
部（☎ 0824-73-1137）にご連絡ください。

接種率※

65歳以上 92.0％
12～64歳 57.8％
全接種対象者 74.5％
※１回以上接種した人の接種率

１回以上接種済１回以上接種済
74.5％74.5％
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あなたの意見を聞かせてくださいあなたの意見を聞かせてください
まちづくりプランナー・モニター（プラモニ）の登録者を募集しています

登録者の声を紹介します登録者の声を紹介します

行政管理課広報統計係　☎0824-73-1159

　市は、市民の皆さんの意見を市政に反映させ「市民が主役のまちづくり」を進めていくため、インターネ
ットを利用して、事業についての評価やアンケートにご協力いただくプランナー・モニター（通称：プラモ
ニ）の登録者を募集しています。
　皆さんからの意見をお待ちしています！

　次のいずれかに該当すれば、どなたでも登録で
きます。
▪ 15 歳以上の市民
▪ 15 歳以上で市内に通勤・通学している人
▪市内の事業所や団体（ＮＰＯ、自治振興区など）

　事業の評価や提案のお願いをするとき、登録者
に「電子メール」を送信しますので、電子メール
に記載してあるアドレスにアクセスし、アンケー
トなどに回答してください。

　市が実施している事業の評価や、計画策定に係
るアンケートなどです。

※これまでに実施した内容は市のホームページを
ご覧ください。

登録は市ホームページトップの
このバナーをクリックしてください！

誰でも登録できるの？ どうやって参加するの？

これまでにどんな事業の評価などをしたの？

市で取り組んでいる事が分かり、以前
より市について考えるようになりまし
た。

全てインターネットでできるので、手
軽に市政に参加することができて良い
と思いました。

市民の声を届ける事ができる制度だと
思います。

自分の意見や、アイデアが市政に役立
っていると感じ、うれしく思います。

住みたくなる庄原市になってほしいと
思い、登録しました。

興味のなかった分野についても、自分
の感じたままを気楽にコメントできま
す。

※右のQRコードからもアクセス
　できます。

【実施内容紹介ページ】
トップページ➡「まちづくりプラン
ナー・モニター」のバナー➡「これま
で実施した意見募集の集計結果」
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市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

こ
ん
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

こ
ん
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

あ
り
ま
し
た
！

あ
り
ま
し
た
！

高
齢
者
を
狙
っ
た
還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

　
「
介
護
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
。受
け
取

り
の
た
め
に
、Ａ
Ｔ
Ｍ
で
操
作
し
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
る
」と
い
っ
た
内
容
の
電
話
が
掛

か
っ
て
き
た
。

　

ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

▼
市
役
所
か
ら
還
付
が
あ
る
時
は
、電
話
で

は
な
く
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼ 

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
も
、お
金
を
受
け
取

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
市
役
所
職
員
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

名
乗
る
人
物
か
ら
、個
人
情
報
や
金
融
機
関

情
報
を
聞
か
れ
て
も
、絶
対
に
答
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
上
記
の
相
談
事
例
の
よ
う
な
電
話
が
掛

か
っ
て
き
た
ら
、一
旦
電
話
を
切
り
、家
族
や

市
役
所
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。怪
し
い

電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
と
き
に
相
談
す
る
人

を
、日
頃
か
ら
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

不
安
に
感
じ
た
り
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
し
た
と
き
は
、「
庄
原
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

還
付
金
詐
欺
の
相
談
事
例

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に・・・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備　
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

　
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
、宝
く
じ

を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

採
択
を
受
け
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
と
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
事
業
で
す
。令
和
３
年
度
は
下

記
の
３
件
が
採
択
さ
れ
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

常定自治会
テーブル、
椅子（写真①）、
テント（写真②）

テーブル・椅子・テントを整備
することで、会議や地域行事に
よる施設利用が促進され、地域
の活性化に貢献する。

1,100,000円
1,102,200円

上湯川自治会 エアコン（写真③）、
式台

エアコンなどを整備することで、
避難所や冠婚葬祭による施設利用
が促進され、地域の活性化に貢献
する。

2,500,000円
2,658,370円

口和自治振興区
長
な が ど う だ い こ

胴太鼓、平
ひ ら だ い こ

太鼓、
附
つ け し め だ い こ

締太鼓
（写真④）

演奏活動を通じて、地域コミュニ
ティの活性化を図るとともに、青
少年の情操教育の推進に貢献す
る。

2,400,000円
2,400,000円

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

① ②

④③

（
イ
ラ
ス
ト
出
典
）
広
島
県
消
費
生
活
課
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商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

物販拠点施設等リレーコラムRelay column

番外編

庄
原  

新
米
フ
ェ
ア
２
０
２
１

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

ま
だ
ま
だ
連
続
発
生
、特
殊
詐
欺
！　

犯
人
に
だ
ま
さ
れ
る
な
！

　

本
年
３
月
初
旬
、
市
内
で
大
金
を
だ
ま

し
取
ら
れ
る
特
殊
詐
欺
事
件
が
発
生
し
て

以
降
、
特
殊
詐
欺
被
害
届
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ま
だ
、
詐
欺
の
電
話
や
メ
ー

ル
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

他
の
市
町
で
は
、
高
額
な
「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
な
ど
の
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
や
メ
ー
ル
を
利
用
し
、「
保
険
料
の

過
払
い
が
あ
り
、
還
付
さ
れ
る
」「
サ
イ
ト

利
用
料
金
に
関
す
る
最
終
通
知
」「
支
払

い
期
限
を
経
過
し
た
が
、
入
金
が
確
認
で

き
な
い
」
と
い
う
内
容
の
連
絡
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
詐
欺
で
す
。

　

ま
た
、
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
商
品
の

配
達
に
つ
い
て
、「
不
在
の
為
、
荷
物
を
持

ち
帰
り
ま
し
た
」
と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル
が

送
ら
れ
て
き
た
場
合
、
こ
れ
も
詐
欺
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
メ
ー

ル
で
あ
れ
ば
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

　

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族
も
含
め
、

普
段
か
ら
家
庭
内
で
連
絡
を
取
り
合
い
、

特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
繰
り

返
し
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
こ
れ
も
詐
欺
、

あ
れ
も
詐
欺
、
た

ぶ
ん
詐
欺
、
き
っ

と
詐
欺
」
と
い
う

意
識
を
忘
れ
ず

に
。

庄
原
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
リ
ス
始
動
！

　

７
月
19
日
、
東
小
学
校
の
児
童
を
「
庄

原
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
リ
ス
」に
指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
児
童
の
「
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
」「
犯
罪
に
加
担
し
な
い
」

「
い
じ
め
を
し
な
い
」「
交
通
ル
ー
ル
や
規

則
を
守
る
」
と
い
う
意
識
を
育
む
ほ
か
、

児
童
か
ら
家
族
や
地
域
住
民
に
対
し
、
注

意
喚
起
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
特
に
上
級
生
に
は
、
積
極
的
に

家
族
や
地
域
の
住
民
に
声
を
掛
け
て
も
ら

い
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の

犯
罪
被
害
を
防
ぐ
よ
う

活
動
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
会
員
募
集
！　

　

特
殊
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
件

情
報
、
特
殊
詐
欺
の
手
口
情
報
や
交
通
情

報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
配
信
を
希

望
す
る
人
は
、
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空

メ
ー
ル
を
送
り
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

touroku@
anzen.police.pref.

hiroshim
a.jp

　

ま
た
、
庄
原
市
防
犯
組
合
連
合
会
の

F

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら

で
も
各
種
情
報
を
発
信
す
る
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
庄
原
市
道
の
駅
等
連
絡
協
議
会
は
、
市

内
各
物
販
拠
点
施
設
で
、「
新
米
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
米
を
一
定
量
購
入
し
た
人
を
対
象
と

し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
特
典
や
、
店
頭
で
試

食
が
で
き
る
対
面
販
売
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト

内
容
は
各
店
舗
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
、
市
内
各
物
販

拠
点
施
設
へ
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら

と
き　
10
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

イ
ベ
ン
ト
内
容　

新
米
（
精
米
）
を
購
入
し
た
人
を
対
象
に
、

抽
選
で
「
里
山
の
夢
（
あ
き
さ
か
り
）」

２
キ
ロ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
当
選
の
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
道
の
駅
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城

と
き　
10
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

イ
ベ
ン
ト
内
容　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
も
み
じ
」
で
、
ふ
る
さ
と

セ
ッ
ト
ま
た
は
和
風
ス
テ
ー
キ
セ
ッ
ト
、

比
婆
牛
丼
の
い
ず
れ
か
を
食
べ
た
人
に
、

抽
選
で
新
米
１
合
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
東
城
き
ん
さ
い
市

と
き　
10
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

イ
ベ
ン
ト
内
容　

３
千
円
以
上
商
品
を
購
入
し
た
人
の
う

ち
、
先
着
30
人
に
新
米
２
合
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
道
の
駅
た
か
の

と
き　
10
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

イ
ベ
ン
ト
内
容

毎
週
土
・
日
曜
日
に
、
生
産
者
に
よ
る
対

面
販
売
や
試
食
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施

◆
道
の
駅
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
き　
９
月
18
日
㈯
～
10
月
11
日
㈪

イ
ベ
ン
ト
内
容　
新
米
の
販
売

【
問
い
合
わ
せ
】

庄
原
市
道
の
駅
等
連
絡
協
議
会

（
事
務
局
：
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

広報しょうばら／ 2021.9　12



　
　

☆ほのぼのネット10月の行事予定☆
とき 内容 申込期限 ところ

出張相談 10月９日㈯
10時～12時

▪妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相談
▪母子健康手帳の交付

10月８日㈮
17時まで 庄原ひだまり広場

西本町2-12-8
☎0824-75-0222子育て講座 10月27日㈬

13時～14時
子どもの風邪についてこどもクリニックの医
師に聞いてみよう！

10月26日㈫
17時まで

※参加を希望する人はほのぼのネットへご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・延期となる場合があります。

ほのぼのネットは、安心して妊娠・出産・子育てがで
きるように、さまざまな相談に応じ、必要な情報・サー
ビスの提供を行います。このページで皆さんに子育て
に関する情報をお伝えします。

【問い合わせ】　ほのぼのネット（子育て世代包括支援センター）　☎0824-73-1214

【
講
師
】

日
本
相
談
支
援
専
門
協
会
　

顧
問
　
福
岡
　
寿
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

厚
生
労
働
省
な
ど
で
、
障
害
児
者
支

援
に
関
す
る
各
種
委
員
を
歴
任
。

　

テ
ン
ポ
が
よ
く
、
楽
し
く
、
か
つ
実

践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
話
か
ら
、「
福
祉

会
の
吉
本
興
業
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

著
書
に
「
気
に
な
る
子
の
『
で
き

る
！
』」
を
引
き
出
す
ク
ラ
ス
づ
く
り
」

「
相
談
支
援
の
実
践
力
」。

　

子
育
て
を
す
る
中
で
、
子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
っ
た
り
、
育
て
に

く
さ
を
感
じ
た
り
す
る
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
保
育
所
な
ど
へ
の
巡

回
相
談
や
相
談
支
援
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
、
福ふ

く
お
か岡
寿ひ

さ
しさ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
は
「
支
援
者
対
象
」
と
「
保
護
者
対
象
」
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

【
支
援
者
対
象
】

と
き　

10
月
22
日
㈮　

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

コ
パ
リ

ホ
ー
ル

内
容　

「
発
達
障
害
の
子
が
い
る
保
育
園
等
で

の
ク
ラ
ス
づ
く
り
と
対
応
」

定
員　
50
人

【
保
護
者
対
象
】

と
き　

10
月
23
日
㈯　

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

コ
パ
リ

ホ
ー
ル

内
容　

「
発
達
障
害
の
子
の
理
解
と
支
援
に
つ

い
て
」

定
員　
50
人

※
保
護
者
対
象
の
み
託
児
が
可
能
。

【
そ
の
他
】

▼
各
回
と
も
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。（
10
月
15
日
㈮
ま
で
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
に
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、会
場

も
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

お
知
ら
せ

令
和
３
年
度　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
ま
つ
り
を
中
止

　

本
年
度
、開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１
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　市政トピックス 　市政トピックス 

　

市
は
、
原
爆
や
戦
争
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
平

和
の
尊
さ
や
戦
争
の
悲
惨

さ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、

平
和
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
８
月
５
日
に

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民

ホ
ー
ル
で
、
被
爆
体
験
伝

承
者
の
金か

ね
ち
か近

敦あ
つ
こ子

さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、「
被
爆
体

験
証
言
の
伝
承
講
話
」
と

題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

金
近
さ
ん
は
、
旧
制
中

学
４
年
生
（
15
歳
）
の
時

に
被
爆
し
た
國く

に
わ
け分

良よ
し
の
り徳

さ

ん
の
証
言
を
基
に
、
原
爆

の
犠
牲
と
な
っ
た
家
族
に

つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
写
真

や
絵
を
使
っ

て
、
原
爆
投
下

直
後
の
街
や

人
々
の
様
子
、

戦
時
中
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園
で
、
８
月
12

日
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
庄
原
市
採
火
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
は
、
全

国
各
地
で
独
自
の
方
法
で
採
火
さ
れ
、

各
道
府
県
で
集
約
さ
れ
た
後
、
東
京

都
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
集
火
式
」

で
一
つ
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

庄
原
市
で
は
、
伝
統
的
な
刀
作
り

で
行
わ
れ
る
「
火
起
こ
し
の
儀
」
か

ら
採
火
。
日
本
刀
研
究
者
で
あ
る

久く

ぼ保
善よ

し
ひ
ろ博
刀
匠
（
市
民
栄
誉
賞
受
賞

者
）
が
鉄
を
打
ち
、
そ
の
際
に
発
生

す
る
熱
を
利
用
し
て
、
種
火
を
起
こ

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
神
話
の
ル
ー
ツ
で

あ
る
比
婆
山
を
中
心
に
、
古
く
か
ら

「
た
た
ら
製
鉄
」
に
よ
る
鉄
づ
く
り
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
、
本
市
特
有
の
歴

史
的
背
景
を
生
か
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
ト
ー
チ
キ
ス
リ
レ
ー
で
、

市
障
害
者
連
合
会
大お

お
え江
武た

け
よ
し芳
会
長
、

令
和
２
年
度
成
人
代
表
作さ

く
だ田
龍り

ゅ
う
や哉
さ

ん
、
木
山
耕
三
市
長
の
順
に
火
を
つ

な
ぎ
、「
庄
原
市
の
火
」
と
し
て
採
火

台
へ
火
を
灯
し
ま
し
た
。

　

今
回
採
火
し
た
火
は
、
共
生
社
会

の
実
現
を
願
う
思
い
と
と
も
に
、
広

島
県
を
経
由
し
、
聖
火
リ
レ
ー
の
火

と
し
て
東
京
へ
つ
な
が
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
を
延

期
し
た
令
和
２
年
度
庄
原
市
成
人
式

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
映
像
を

配
信
し
ま
し
た
。

　

映
像
で
は
、
最
初
に
木
山
市
長
が

あ
い
さ
つ
の
中
で
「
ふ
る
さ
と
庄
原

へ
の
思
い
を
持
ち
続
け
、
将
来
を
担

う
意
欲
溢
れ
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
に

活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
を
祝

福
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
代
表
の
作さ

く
だ田
龍り

ゅ
う
や哉

さ
ん
が
「
周
囲
の
人
や
社
会
に
恩
返

し
を
し
、
大
好
き
な
庄
原
市
の
た
め

に
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広

島
の
荒あ

ら
き木
隼は

や
と人
選
手
か
ら
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、「
支
え
て
く

れ
る
家
族
や
友
人
に
感
謝
し
、
自
分

の
信
じ
る
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と

新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。　

被爆者の思いを語り継ぐ
平和啓発セミナー開催

「庄原市の火」をパラリンピック聖火へつなぐ
東京2020パラリンピック聖火リレー庄原市採火式

”祝”成人おめでとう
令和２年度庄原市成人式（オンラインでの配信）

総務課

社会
福祉課

生涯
学習課

「火起こしの儀」でトーチに火を灯した 左から大江会長、木山市長、久保刀匠、作田さんトーチキスリレーの様子

新成人として決意を述べる作田さん

平和への思いを話す金近さん

　

参
加
者
か
ら
は
「
被
爆

体
験
を
聞
く
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
中
で
、
生

き
た
証
言
を
受
け
継
い
で

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
」「
あ
の
時
代
に
自

分
な
ら
何
が
で
き
た
だ
ろ

う
、
こ
れ
か
ら
自
分
に
何

が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
問
い

続
け
た
い
」
と
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
も
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
平
和
へ
の
思
い

を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い

く
た
め
、
平
和
啓
発
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
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捕まえた昆虫を標本に
　比和自然科学博物館公開講座・8/2

比和自然科学博物館で公開講座「昆虫採集・標本づ
くり教室」が行われ、市内の小学生など45人が参加し
ました。
参加者は、午前中に昆虫の採集方法について、同博物
館のインストラクターから説明を受けた後、博物館周
辺の畑や野原で採集を行い、楽しそうにバッタなどの
昆虫を捕まえていました。
午後からは、標本の作り方を教わり、捕まえた昆虫の
標本づくりを行いました。参加者は、小さい昆虫の足な
どを傷つけないように真剣な表情で作業を行っていま
した。
参加した児童は「難しかったけど楽しかった。夏休
みの自由研究にも活用したい」と話しました。

▲標本づくりを行う児童

№２
みんなで収穫を楽しむ
　トウモロコシ収穫体験・8/2

　食育の一環としてトウモロコシの収穫が西城町油木
で行われ、西城小学校の３年生19人が参加しました。
今回収穫したトウモロコシは、５月に児童が種を植え、
地域の人と協力して育てたものです。
　児童は、前油木営農組合長の髙

たかはら

原芳
よしのり

典さんから、トウ
モロコシの生育状況や収穫方法について教わった後、
厳しい暑さに負けず、大きく成長したトウモロコシを
収穫していきました。収穫したてのトウモロコシは、み
ずみずしく甘いのが特徴で、児童はその場で皮をむき、
豪快にかぶりついていました。
　児童は「みんなで育てたトウモロコシは、いつもよ
りおいしく感じた」と話しました。

▲トウモロコシを収穫する様子

▲内閣総理大臣メッセージ伝達の様子

　「社会を明るくする運動」庄原市推進大会の大会委員
長である木山耕三市長に、内閣総理大臣による同運動
の推進メッセージが山

や ま だ

田浩
こ う じ

司広島保護観察所長から伝
達されました。
　「社会を明るくする運動」とは、すべての国民が、犯罪
や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生につい
て理解を深め、安全で安心な明るい地域社会を築くた
めの全国的な運動です。
　例年、同運動の推進大会が開催されていましたが、昨
年度に続き本年度も新型コロナウイルス感染拡大防止
のため中止となったことから、庄原市保護司会と庄原
市更生保護女性会の立ち合いのもと、今回の伝達式が
行われました。
　推進メッセージには、「地域の皆さんのご理解とご協
力をいただきながら、犯罪や非行の防止と更生支援の
取り組みをさらに充実させていく必要があります。さ
まざまな分野から、若い世代を含め多くの人が本運動
にご参加いただきますようご協力をお願いします」と
ありました。

▶木山市長（前列中央）と山田所長（前列左）、広島保護観察所 今村保護

観察官（後列中央）、庄原地区保護司会・庄原地区更生保護女性会の皆さん

社会を明るくするために
　内閣総理大臣メッセージ伝達式・7/29 №１

№３
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　山内リサイクルマーケット・7/15-18

地元のスポットに歓声が戻る
　河童公園が復旧

高野町南の「河童公園」で、地元住民と公園の草刈
り・清掃業務を受託している㈱緑の村により災害復旧
活動が行われました。
河童公園は、７月 12日の大雨の影響により、河川
が増水し、流木や土砂が公園内に流れ込んだことで、
使用ができなくなっていました。
そこで、地域住民と㈱緑の村は、「子どもたちに水
遊びをさせてあげたい」との思いから、流木や土砂の
撤去作業を行いました。強い日差しで暑い中の作業で
したが、大雨発生の１週間後には、子どもが安全に遊
べる環境まで復旧しました。
小学校が夏休みに入ると、公園では家族連れが水遊
びを楽しみ、青い空に歓声が響いていました。

地域で交流を楽しむ
　口和地域でグラウンドゴルフ大会・8/3・8/5

口和自治振興区主催のグラウンドゴルフ大会が、口
和総合運動公園で開催されました。
この大会は、地域間の交流を深め、健康づくりを推
進することを目的に、シニアの部と女性の部に分けて
開催されました。
参加者は、地域ごとにチームを編成し、シニアの部
15チーム、女性の部 11チーム、合わせて約 150 人
が参加しました。
当日は、16ホールをプレーし、交流を楽しみなが
らハイレベルな勝負を繰り広げました。
参加者は「新型コロナウイルスの影響で運動が難し
い中、参加できて良かったです」と話しました。

▲グランドゴルフを楽しむ参加者

№６№７

総領小児童が町探検
　市役所の仕事を体験・7/19

総領小学校２年生８人が、生活科の学習「町たんけ
ん」で、市役所総領支所を訪問しました。
「町たんけん」は、総領町の人々や公共施設などに関
心を持ち、進んで調べたり、関わったりすることを目的
に、町内のいろいろな職場を訪問しています。
児童は、市役所の仕事の説明を受けた後、支所内を見
学しました。また、住民告知放送の体験を行い、「今頑
張っていること」を紹介する内容を録音しました。音声
は、後日小学校の校内放送で流しました。
参加した児童は「支所の中に、たくさんの部屋があっ
たのでびっくりした。放送の録音はドキドキしたけれ
ど、楽しかった」と話しました。

空き家で出た不用品の橋渡し

　山内地域で移住・定住支援のため空き家の片付け活
動を行っている「てごぉし隊」が、山内自治振興セン
ターで第２回リサイクルマーケットを開催しました。
　このリサイクルマーケットは、空き家の利活用を進
めるため、片付けで出た不用品を「ゆずったり」「ゆず
られたり」の橋渡しを行うことを目的に開催していま
す。不用品の中には、懐かしい農具や民具などもあり、
来場者は昔話に花を咲かせていました。
　また、山内小学校の児童が育てた花の苗も配布され、
受け取った人は「自宅で大事に育てます」と喜んでい
ました。リサイクルマーケットの売り上げは、地域内の
小学校や保育所に寄付されました。

№５ №４

▲復旧後の河童公園

▲リサイクルマーケットの様子 ▲録音を体験する児童



おお知らせ知らせ

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 10月５日㈫・19日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 10月14日㈭13時30分～15時30分 西城支所
東城 10月７日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
高野 10月12日㈫13時～15時 高野支所
比和 10月21日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 10月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 10月21日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 10月21日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

口和 ９月30日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 10月12日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 10月21日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 10月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 10月８日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　高野 ９月24日㈮13時～16時 高野支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」
10月５日㈫13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
10月７日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
10月26日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
10月19日㈫13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 10月11日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210比和 10月５日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・ 知的

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 10月21日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 一カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 10月19日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談
９月29日㈬13時30分～14時30分 庄原市保健福祉センター

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-518510月19日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所

三次市十日市東４-６-１

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします
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相
続・遺
言
に
関
す
る
相
談
会

　

広
島
司
法
書
士
会
は
、
相
続
・

遺
言
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
た
人

の
相
談
に
無
料
で
応
じ
る「
相
続
・

遺
言
に
関
す
る
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　
９
月
12
日
㈰
、
10
月
17
日

㈰
、
11
月
21
日
㈰
、
12
月
19
日
㈰
、

令
和
４
年
１
月
16
日
㈰
、
２
月
20

日
㈰
、
３
月
13
日
㈰

10
時
～
16
時　

と
こ
ろ　

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー　

※
電
話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

問
い
合
わ
せ
・
面
談
予
約

広
島
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

　
行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

広
島
県
行
政
書
士
会
は
、
次
の

と
お
り
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。

と
き　
10
月
１
日
㈮

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
1
委
員
会

室
お
よ
び
西
城
支
所
会
議
室

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品
募
集

　

庄
原
市
文
化
協
会
は
、
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品

①
短
歌
（
１
人
１
首
）

②
俳
句
（
１
人
２
句
）

③
川
柳
（
１
人
２
句
）

④
現
代
詩
（
１
人
１
編
）

応
募
資
格

庄
原
市
民
（
市
内
の
文
芸
サ
ー
ク

ル
に
所
属
の
人
を
含
む
）

応
募
方
法

　

自
作
の
未
発
表
作
品
を
は
が
き

に
書
い
て
、
各
応
募
先
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※
現
代
詩
は
原
稿
用
紙
に
書
い

て
封
書
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
可
）

※
応
募
は
一
部
門
の
み
で
、
重
複

は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
先

①
短
歌

〒
７
２
７
‐
０
０
０
５

庄
原
市
川
手
町
５
９
７
‐
２

桑
原　

知
樹

②
俳
句
・
③
川
柳

〒
７
２
７
‐
０
０
０
５

庄
原
市
川
手
町
１
３
１
８
‐
３

林　

武
志

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

母子保健事業母子保健事業　●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付
10月４日㈪・18日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし
支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

10月９日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育児相談 10月12日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
４
９
‐
２
４
８
０

庄
原
市
児
童
生
徒
科
学
研
究

作
品
展

　

市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
出
品

さ
れ
た
科
学
研
究
作
品
の
う
ち
、

特
選
・
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

９
月
11
日
㈯　

10
時
～
18
時

９
月
12
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
総
合
体
育
館
２
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

第
７
回
庄
原
書
道
墨
友
会
展

と
き　

９
月
30
日
㈭
～
10
月
３
日
㈰

と
こ
ろ　

庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

庄
原
書
道
墨
友
会　

会
長　

平
岡
慶
舟

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
６
７
７

相　
　

談

募　
　

集

催　
　

し
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全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
41
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会　
広
島
県
大
会

（
７
月
18
日
・
８
月
１
日
／
三
次

市
・
広
島
市
）

●
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
女

混
合
）

準
優
勝

小
奴
可
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
57
回　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
剣
道
段
別
選
手
権
大
会

（
８
月
１
日
／
広
島
市
）

●
男
子
七
段
の
部

優
勝

竹
尾　
　

開（
修
身
館
／
板
橋
町
）

●
男
子
六
段
の
部

第
３
位

小
林　

道
弘（
修
身
館
／
西
本
町
）

県
大
会

広告

④
現
代
詩

〒
７
２
７
‐
０
０
２
１

庄
原
市
三
日
市
町
１
０
６
‐
４

坂
村　

廣
嗣

募
集
期
間　

10
月
20
日
㈬
必
着

大
会
の
と
き
・
と
こ
ろ

11
月
27
日
㈯　

13
時
～
16
時

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

　

応
募
作
品
に
は
、「
文
芸
大
会

作
品
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会　

林　

武
志

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
２
８
６

県
営
住
宅
入
居
者

　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、
新

た
に
空
き
が
生
じ
た
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
19
日
㈫
～
21
日
㈭

※
最
終
日
消
印
有
効

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

問
い
合
わ
せ・
申
し
込
み

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合　

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
５
７
５

そ  

の  

他

問い合わせ　広島県医療介護保険課　☎082-513-3212

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
期
間
が

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
期
間
が

1212
月
末
ま
で
延
長

月
末
ま
で
延
長

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
期
間

が
令
和
３
年
９
月
末
か
ら
令
和
３
年

12
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
令
和
３
年
４
月
末
ま

で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
人
、
す
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る
人

で
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人
に
対
し
て
国
が
付
与

す
る
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

用
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
選
択
し

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
○
○P

ay

な
ど
）
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

が
、
５
千
円
を
上
限
に
付
与
さ
れ

ま
す
。

（
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
は
慎
重

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
度
申
し

込
ん
だ
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
）

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

自
分
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予

約
・
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
難

し
い
人
は
、
市
民
生
活
課
戸
籍
住

民
係
や
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室
で
も
手
続
き
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
95
‐
０
１
７
８

月
～
金
曜
日　

９
時
30
分
～
20
時

土
日
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）

９
時
30
分
～
17
時
30
分
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広告

秋
の
花
暦

秋
の
花
暦

●
ケ
イ
ト
ウ

【
開
花
時
期
】

９
月
上
旬
～
10
月
下
旬

【
開
花
場
所
】

大
芝
生
広
場　

北
斜
面

●
ジ
ニ
ア

【
開
花
時
期
】

９
月
中
旬
～
10
月
下
旬

【
開
花
場
所
】　
花
の
広
場

●
コ
ス
モ
ス

【
開
花
時
期
】

９
月
下
旬
～
10
月
下
旬

【
開
花
場
所
】　
花
の
広
場

※
天
候
に
よ
り
、
開
花
時
期
が
変

動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新

の
開
花
状
況
は
、
公
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.bihokupark.jp/

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島　
　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島　
　

応
援
イ
ベ
ン
ト

応
援
イ
ベ
ン
ト

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
と
連
携

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　
９
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　
大
芝
生
広
場

開
催
イ
ベ
ン
ト

【
９
月
26
日
㈰
】

▼
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
レ
デ
ィ
ー

ス
・
Ｓ
Ｐ
Ｌ
∞
Ａ
Ｓ
Ｈ　

ラ
イ
ブ

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ
‐
１
フ
ェ
ス
タ

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ
‐
１
フ
ェ
ス
タ

　

き
の
こ
の
観
察
会
や
き
の
こ
の

販
売
な
ど
、
き
の
こ
（
な
ば
）
づ

く
し
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　
10
月
10
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

里
山
の
駅　

庄
原
ふ
ら
り

※
記
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

変
更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
電
話
ま

た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
両
日
】

▼
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島　

大
ビ

ン
ゴ
大
会　

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
入
場
券
や
、

ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ど
レ
ア
グ
ッ
ズ
が

当
た
り
ま
す
。

▼
サ
ン
フ
レ
広
島　

グ
ッ
ズ
出
張

販
売　

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
グ
ッ

ズ
が
買
え
ま
す
。

▼
サ
ン
フ
レ
出
張
屋
台
村　

　

ス
タ
ジ
ア
ム
名
物
の
メ
ニ
ュ
ー

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
サ
ン
フ
レ
広
島
Ｏ
Ｂ
と
ド
リ
ブ

ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

20
メ
ー
ト
ル
ド
リ
ブ
ル
で
元
Ｊ       

リ
ー
ガ
ー
の
タ
イ
ム
に
挑
戦
。

〈
ゲ
ス
ト
〉

　

・
25
日　

　
　

森
﨑
浩
司
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

　

・
26
日　

　
　

中
島
浩
司

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000

【入園料無料日】９月20日（月・祝）、10月９日㈯・16日㈯
　※９月20日は65歳以上の人に限り入園料無料 
　　また、65歳以上の人が乗車の場合に限り駐車料無料（大型除く）
　※10月９日・16日は入園料無料・駐車料有料
　　（普通・軽300円、大型1,050円、二輪100円）

「備北コスモスピクニック」「備北コスモスピクニック」
９月18日㈯～10月24日㈰開催！
※期間中の休園日：10月18日㈪
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※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
第 17 回絵手紙大賞作品展
とき　10月８日㈮～10日㈰　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

９月・10 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　
　とき　９月27日㈪　「紫根染め」
　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定員　①②各12人
▶展示・販売＆イベント
○中四国物産展（中四国各県の特産品販売）
　とき　９月４日㈯～９月26日㈰まで
○シルバー人材センター（てしごとの会）
　手作り作品の展示・販売
　とき　10月16日㈯　９時～15時

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　９月 27 日㈪ 12 時 15 分～ 13 時
ところ　庄原市ふれあいセンター コパリホール
とき　　９月 27 日㈪ 17 時 30 分～ 18 時 30 分
ところ　庄原市東城文化ホール

～ピアノとバイオリンの姉妹デュオ～
出演者　旭

ひのつめ
爪裕

ゆ み こ
美子　（ピアニスト）

　　　　旭
ひのつめ

爪千
ち え

恵　　（バイオリニスト）
演奏曲目
エルガー「愛の挨拶」、ショパン「幻想即興曲」、日
本の童謡ほか
▶デュオ旭爪姉妹
　姉の裕美子はヨーロッパ音楽コンクール第１位、
マリーズ・シェラン国際コンクール第２位に入賞。
　妹の千恵もグラズノフ国際コンクール第３位に入
賞ほか、国際音楽祭で若い優秀な演奏家に選ばれる
など、高い評価を受けている。
　帰国後は各地の演奏会に出演し、姉妹の息の合っ
たアンサンブルが人気を呼んでいる。また、ＦＭラ
ジオのパーソナリティを務めるほか、世界文化遺産
宮島観光大使に任命されるなど多方面で活躍。

【ご来場の際のお願い】
　感染予防として、マスクの着用、手指消毒、検温、
来場者名および連絡先の記載などのご協力をお願い
します。

　博物館創立 70 周年を記念して、特別展「比婆山連峰の生物
多様性」を開催しています。今回の特別展は近年実施した「比
婆山植物調査」と「比婆山連峰甲虫調査」で明らかになった、
比婆山連峰の生物多様性をテーマにしています。新種や広島
県初発見などの標本を展示しています。
　植物調査の展示の中に、エゾノヨツバムグラという植物があ
ります。エゾノヨツバムグラは、アカネ科ヤエムグラ属の植物
で、茎の一カ所から数枚の葉が輪生するのが特徴の植物です。
従来中国山地のヨツバムグラは、オオバノヨツバムグラといわ
れていましたが、比婆山で調査されたものは、大きさや葉の形
が明らかに異なっており、エゾノヨツバムグラだと判明しまし
た。これは県内で初めての記録となりました。
　甲虫調査の展示では、５種の糞

ふんちゅう

虫を展示しています。甲虫
調査の結果、牛のふんに食料を依存していたミヤマダイコクコ
ガネなど、21 種の糞虫が放牧の中止により絶滅状態であるこ
とが分かり、その内容について解説しています。
　また今回の調査で初めて採集され、新種記載されたヒバヤ
マヒメコバネナガハネカクシをはじめ、さまざまな甲虫を展示
しています。甲虫の名前は、長くて面白いものが多く、名前か
ら「どのような姿なんだろう」と想像をかき立てます。ぜひ展
示を見て、甲虫の姿を確かめてみてください。甲虫には、全長
１ミリ以下の小さなものも多く、これに注目して展示を見るの
も楽しいですよ。
　現生のバッタ類昆虫の中で最も原始的な昆虫といわれてい
るガロアムシの展示もあります。ガロアムシ属は日本で６種記
録されており、県内では比婆山と福田頭、北広島町の臥

がりゅうざん

竜山
で記録されています。今回展示したものは、福田頭で採集さ
れた３匹で、初公開したものです。
　ハナバチのコーナーでは、トラマルハナバチなど、大型で丸
い体のハナバチの展示が特徴的です。雌バチ・雄バチ・働き
バチに分けて展示しており、比べて見てみるとその違いがよく
分かります。
　広報しょうばら１月号で、県内では絶滅したとされていた
ニホンリスが発見されたことをお知らせしましたが、その後、
次々と情報が寄せられました。２月には２体目のニホンリスが
当館に届きました。１体目は夏毛の雌で２体目は冬毛の雄で
す。冬毛の雄は耳の毛が長くなり凛々しい見た目に変わってい
ます。
　その他にも、多数の植物や甲虫を展示していますので、ぜ
ひお越しください。（11 月 30 日まで）

特別展「比婆山連峰の生物多様性」

比和自然科学博物館 ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

広報しょうばら／ 2021.9　22
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休日診療のご案内

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶パラリンピックの採火式の取材に行ってきまし
た。「火起こしの儀」で、久保刀匠が鉄を打ち、火が着
く様子は、初めて見る光景で、職人の技に驚きまし
た。８月は、この時期では珍しく、全国的に大雨が降
り、市内でも被害がありました。９月以降は台風が多
くなる時期です。今一度、非常用の物品の用意や、避
難経路の確認などを行い、災害への備えを忘れずに。
▶本年８月より人事異動で広報統計係に異動した　
です。９月号より　と共に広報紙の編集をさせてい
ただきます。よろしくお願いいたします。
　さて、県内での新型コロナウイルスの感染が再拡
大しています。感染拡大の影響により、各イベントが
中止となり、予定していた取材ができなくなってし
まいました。皆さんも今一度、手洗い・うがいをしっ
かりしていきましょう。

人の動き （庄原市の人口） 

令和３年７月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３３，６３２人（前年比－７６３人）　
男　　１６，０２５人（前年比－３５４人）　
女　　１７，６０７人（前年比－４０９人）
世帯数　１５，２６９世帯（前年比－１６６世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４３５人（前年比＋２人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，３３１人（７，９００世帯）
○西城地域　　３，１６２人（１，３８１世帯）
○東城地域　　７，１９０人（３，４１５世帯）
○口和地域　　１，８７８人　　（７７５世帯）
○高野地域　　１，６０５人　　（６４６世帯）
○比和地域　　１，２４５人　　（５６６世帯）
○総領地域　　１，２２１人　　（５８６世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

９月26日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
10月３日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

10日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
17日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

庄原市食農教育モデル事業

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1131

　市は、市内の小中学校が行う“地域の子どもたちに「食」
と「農業」の大切さを学習する機会を提供する取り組み”を
支援する、「庄原市食農教育モデル事業」を実施しています。
　本年度は、市内の小学校 10 校がこの事業に取り組んでい
ます。学校田・学校菜園での米・野菜づくりのほか、それぞ
れの地域の特色に合わせ、リンゴやブドウ、ブルーベリーな
どの栽培や、作業・加工体験を行っています。

　また、「あいがも農法」の米づくりを行ったり、伝統文化
の「大花田植え」で行われる「田楽」を発表したりするなど、
農業の歴史や文化を通じ
て、毎日食べる「米」と
それが出来るまでの「農」
の結び付きへの関心を促
す、特徴的な取り組みも
行われています。
　収穫された作物は、調
理実習で自ら調理して食
べたり、学校行事で地域
の人に振る舞ったりして
います。こうした地域の
人々との交流も、食に関
する意欲の向上につなが
り、地域農業への理解を
深めることに結び付いて
います。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　10 月９日（土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

10 月

 23　2021.9 ／広報しょうばら
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ミニチュアの世界へ
　動くミニチュア鉄道展＆備北のバス展・7/22-8/30

　食彩館しょうばらゆめさくらで、「動くミニチュア鉄
道展＆備北のバス展」が開催されました。
　この展示会は、ＪＲ芸備線の利用促進について検討さ
れる中、庄原市内を走る公共交通に、改めて興味を持っ
てもらうために企画されました。
　会場には、縦約３メートル、横約２メートルのジオ
ラマが展示され、実際に芸備線や木次線を走る「キハ
120型気動車」のミニチュア模型を走らせました。
　また、60 ～ 70 年代に撮影された芸備線を走る蒸気
機関車（ＳＬ）や備後庄原駅のホーム、広島東洋カープ
や国営備北丘陵公園などがデザインされた備北交通の
ラッピングバスなどの写真パネルを展示しました。
　イベントには、子どもから高齢者まで幅広い年代の人
が訪れ、精巧に作られた列車や建物、県北地域の田園風
景を感じられる作品を見ながら、ミニチュアの世界を楽
しんでいました。
　ゆめさくら支配人の延

のぶとう

藤浩
こ う じ

二さんは、これまでの歴史
を写真や鉄道のジオラマで振り返りながら、「当時の様
子を懐かしんでもらい、芸備線やバスの魅力を改めて感
じてほしい」と話しました。

▲鉄道のジオラマ

▲写真パネルの展示

　芸備線沿線の四季折々の風景を通じ
て、芸備線の魅力を再発見するととも
に、芸備線の定期列車をより多くの人
に利用してもらうため、「庄原市内芸
備線の車窓からのフォトコンテスト」
を開催しています。
　皆さんの応募をお待ちしています。

応募先
シンセイアート株式会社
〒 727-0004　新庄町 5088-58
☎ 0824-72-7890
応募フォーム・応募用紙
https://ws.formzu.net/
dist/S8172072/
表彰など
▶金賞（１点）賞金５万円
▶銀賞（１点）賞金２万円
▶銅賞（３点）賞金１万円
※応募者の中から抽選で 100 人
　に芸備線限定「オリジナルマス
　キングテープ」をプレゼント
問い合わせ
市民生活課市民生活係
☎ 0824-73-1154

募集内容
庄原市内区間（山内駅～東城駅）
を走行する、芸備線の車窓から撮
影した、景色や車内風景の写真
募集期間
令和４年１月 31 日㈪まで
応募方法
▶プリント写真の場合
　写真の裏面に「応募用紙」を貼
　り付けて郵送または持ち込み
▶電子データの場合
　（①②のいずれか）
　①データを記録した CD-R な
　　どの記録媒体と「応募用紙」
　　を郵送または持ち込み
　②応募フォームから応募

〒
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